
全日本高等学校馬術競技大会

駒っこランド七夕フェスティバル 奥入瀬ろまんパｰｸﾌｪｽﾃｨバﾙ 地域安全ステーション地区に指定

　７月19日・20日にかけて三
本木農業高校馬術場で開催され
た第42回全日本高等学校馬術
競技大会の開会式に秋篠宮ご夫
妻が臨席されました。
　開会式では、秋篠宮さまが
「日ごろの練習の成果を発揮す
るとともに、大会を通して全国
の仲間と交流を深めてほしい」
とお言葉を述べられました。
　この大会は、馬術を通じて高
校生の心身の鍛錬と資質の向上

　７月６日駒っこランドで、七夕フ
ェスティバルが開催。交流館では大
型の七夕飾りが設置され、たくさん
の家族連れが願い事を書いて飾り、
屋外ステージでは、奥平純代ファミ
リーによるコンサートなどが開かれ、
楽しいひとときを過ごしました。

　７月５日・６日奥入瀬ろまんパーク
フェスティバルが開催。あったかじま
ん市やチビッコ広場へ多くの市民や観
光客が訪れました。
　６日野外ステージでは県南郷土芸能
フェスティバルが開催され、沢田鶏舞
など６団体が演舞を披露し、会場をわ
かせました。

　上川目、仙ノ沢地区防犯対策協議会
が、警察庁の地域安全安心ステーショ
ン地区に指定され、７月13日に上川目
集会所で警察署から防犯活動に必要な
ジャンパーなど資機材の貸与を受けま
した。会員は「地域住民が一体となっ
て自主防犯活動の強化を図り､犯罪の
ない地域を目指そう」と誓いました。

を図るもので、高校馬術競技の最高峰に位置するものです。全国
から郷土の誇りを胸に36校188人の生徒が参加し、人馬一体と
なった熱戦が繰り広げられました。
　三本木農業高校は観客の声援に応え、接戦を勝ち進み見事３位
入賞を果たしました。

18日に秋篠宮ご夫妻が特別養護老人ホーム八甲
荘を訪問し、入所者と交流を深められました（写
真上）19日の馬術競技開始前に三本木農業高校
の花時計をご覧になられました（写真下）

秋篠宮ご夫妻臨席

星に願いを 新鮮な野菜や物産が立ち並ぶ 犯罪のない明るい地域社会を目指して

まちの話題やイベントを紹介するコーナー
市民の皆さんからの情報をお待ちしています
問い合わせ先　総務課広報男女参画係
　　　　　　　　（☎㉓5111内線155・156)

十和田湖湖水まつり2008

企画展「ワッと！どうぶつWhat？アート展」

現代美術館入館５万人突破

心地よい汗を流しました
　７月19日・20日に十和田湖畔休屋地区で第43回十和
田湖湖水まつりが開催。19日は「乙女の像さわやか
フェスティバル」が開催され、十和田湖小学校の児童に
よる演劇や市民有志による合唱が披露。よさこいや花火
大会が行われ、観光客は夏の湖畔を満喫していました。

　７月19日から８月31日まで開催される夏季企画展の初日には、現代
美術館前で企画展出展作家ら関係者によるテープカット、出展作家
土
つちやよしまさ

屋仁応さんと三沢厚彦さんによる記念アーティストトークが開催され、

　４月26日にオープンした十和田市現代美術
館の入館者が６月22日に延べ５万人（常設展
と特別展の合計人数）に達しました。村山館長
は５万人目の来館者に図録や常設展出展作家の
山
やまぎわみつひろ

極満博さん制作のノートなどが入った記念品
を手渡しました。７月18日には６万人を突破
しました。

　さわやかな好天に恵まれた６月28日・29日、高森山
パークゴルフ場、八甲田パノラマパークゴルフ場におい
て、市内外から延べ300人が参加した十和田カップが開
催されました。選手はグリーンいっぱいにナイスショッ
トを連発し、日ごろの練習の成果や技を競いました。プ
レイ後の交流会では、お互いの健闘をたたえ合いました。

多くの市民が集まりました。20
日には出展作家本山ひろ子さんが
講師となり、ワークショップが開
かれ、多くの家族連れがドロドロ
金属の不思議な物体作りに挑戦し、
アートの世界を堪能しました。夏
の思い出に、ぜひ一度企画展をご
覧になってみてはいかがですか。

夏の訪れを告げるイベント

多くの家族連れが来館

年間見込み入館者数を２カ月で達成！

パークゴルフ全国交流大会開催


